
PLS回帰分析 ・主成分と目的変数との間の共分散が最大になるように主成分を抽出
・抽出した主成分をもとに線形回帰実施
・多重共線性（２つ以上の説明変数が高い相関）に対応可能

→➀高い相関がある列を削除
 ②共線性がある列をまとめ、PLS回帰分析
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高い相関があると、その軸の周りに、無数の平面の可能性が生じ、一意的に定まらない



主成分分析（PCA)
射影した点の分散が最大になる主成分𝑡を作る

部分的最小二乗回帰（PSL)
目的変数𝑦との分散が最大になる主成分𝑡を作る

𝑥1

𝑥2

𝑥1と𝑥2より決めた軸
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・60個の大豆粉のサンプルを分析
・各サンプルの水分と脂肪分を調べ、88波長で近赤外線（NIR）スペクトルデータを記録
・60サンプルからランダムに54サンプルを選択し、PLS回帰を使用して応答変数（水分と脂肪分）と予測変数（88 NIR波長）
との関係を推定
・残りの残り6つのサンプルは、モデルの予測能力を評価するために検定のデータセットとして使用
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88波長データ

54サンプル

予測用波長データ水分データ

脂肪データ

水分データ

脂肪データ

Minitab



水分を目的変数、 88波長のデータを説明変数として重回帰分析をした結果

重回帰分析不能
・データ全て使用できない
・係数のp値が算出不能
・VIF（Variance Inflation Factor）が10以上のとき
多重共線性あり



～ ～

➀標本データ「大豆粉.MTW」を開く

Minitab

②統計 →  回帰→  PLS をクリック

③応答に、水分・脂肪を選択
モデルに'1'-'88’
予測をクリック

④連続予測変数の新しい観測値に、
テスト1-テスト88を選択

応答の新しい観測値(オプション)に、
水分2脂肪2を選択

OKクリック



⑤「グラフ」をクリック

⑥見たいグラフにチェック入れてOK

⑦ビュー →出力のみ 実行結果
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